


 就職情報資料室から

ピンチはチャンス！
― 教員採用試験前倒し実施への対応 ―

就職情報資料室客員教授　杉原　敏彦

　「より早く、より短く、より濃密に」― 一昨年（2021年）寄稿した、コロナ禍の下での教員採用試験の変化を示す
文章の表題である。それから二年。改めてこれからの教員採用試験のありようを表現すれば、「より早く」となりそ
うだ。
　コロナ禍の影響というより、民間企業が早期に採用選考を実施していることから、優秀な人材確保のためには教員
採用試験日程の前倒しが必要ということのようだ。報道によれば、「文部科学省は５月31日、公立学校教員の採用試
験について、来年度（2024年夏実施試験）からは従来より約１か月早い６月16日を目安に始めるよう、各地の教育
委員会に要請した」（2023年６月１日付け朝日新聞）とのことである。
　とすると、今まで多くの自治体で７月に実施されてきた１次試験が、これからは６月に実施される（自治体によっ
ては要請を直ちには受け入れず先延ばしにするところも出てこようが、趨勢として早期化は避けられまい）。多くの
自治体の出願時期は現状４～５月だから、前倒しすると出願は３～４月となる。現在の３年生からは、４年に進級す
る直前から「教員志望の理由の文章化」を含め出願の準備をしなければならない。これはピンチではないか。
　この際、学生の皆さん、会員の皆さんに言っておきたいのは、このような変化が生じたとしても何も慌てることは
ないということである。やるべきことは何も変わらない。今までよりも試験が早くなる、早く準備を始めなければな
らないということは一見ピンチではあるが、広大生にとってはむしろチャンスではないか。教員採用試験の準備とは、
単にどのような試験問題が出題されるか予想し、その解答を覚えるようなハウツー的な準備では決して身につかない
（これからの時代の採用試験は、特に）。今までの先輩よりも少し早く「教員になる」という決意を固めることが要諦
である。そのためには、児童生徒と触れ合うなどの体験を重ねつつ、教えること、指導することとはどういうことで
教員（将来の私）はどのようにふるまえばよいか考え続けてきた広大生の方が、ハウツーの準備を急いできた学生よ
りも有利と言ってよい。
　もう一つ、教員の勤務環境ブラックとの風評がある。この言説によって教員志望を躊躇する学生もいる。これまた
ピンチ！ 確かに身の回りには「教員だけの過酷さ」「教員ならではの大変さ」が強調された情報が蔓延している。詳
細を述べる紙幅はないが、厚生労働省発表（2022年10月）の新規大学卒就職者の３年以内の離職率を取り上げよう。
就職者全体で31.5％。1,000人以上の大企業だけとってみても25.3％である。対して、教員の３年以内離職率は5.0％
（中国地方のある自治体）。事実をしっかりと見つめることが大切で風評だけに惑わされない方がいい。考えようによっ
ては、このような風評の中にあって教員志望の決意と意欲を保持する人には、まさにピンチはチャンスなのである。
　

【就職情報資料室が提供する主な就職支援】
・豊富な就職関係資料（全国の過去の教員採用試験問題集）の閲覧　　　　
・これまでの先輩の採用試験受験体験記の閲覧
・二人の常駐教員による進路相談
・出願書類の添削
・小論文の添削
・対面での面接練習
・集団面接の指導
・模擬授業の練習・個別指導
・各教育委員会を招いての採用試験説明会の開催
・同じ県の試験を受験する学生同士の勉強会（県人会）の組織・指導
・…etc

　教育学部に設置されている「就職情報資料室」では、教育学部生は誰でもざっと挙げて上記のような指導や情報提
供を受けることができる。先達はあらまほしき事なり。就職情報資料室を今までの先輩よりも１か月か２か月早く知
り（そう、知らない学生も多いのだ！なんともったいない！）、先達かどうかはともかくいささか体験を重ねたそこ
にいる者に相談してみよう。就職情報資料室を「より早く」知り、そこに行くことが、これまで以上に大きな意味を
持つ気がしてならない。


